
Ⅰ．はじめに

宮崎大学教育学部と附属小学校及び中学校理科部の共同研究では，新学習指導要領で重視さ
れる資質・能力の中で，情報や情報手段を主体的に選択して活用するために必要な情報活用能
力，物事を多角的・多面的に吟味し見定めていく力−いわゆる批判的思考力（楠見・道田 編，
2015）−が，特に重要であると考えた。そこで，2016年度から批判的思考力に焦点をあてて授
業を構築，実践し，児童生徒の批判的思考力を高める理科学習指導のあり方を模索しながら，
学習指導方法の改善及びその評価方法の構築を行ってきた。2018年度からは，「文脈（コンテ
クスト）」や「アクティブ・ラーニング」の視点を取り入れた研究を基盤としながら，アーギュ
メントを利用した日常的文脈と科学をつなぐ理科授業のあり方を探り，2020年度は，説明活動
の充実を図るために，発達段階に応じたアーギュメント構成能力の系統的な整理を小学校第５
学年で，「理科の見方・考え方」を効果的に働かせながら学び，これまでの学習内容と日常生
活とのつながりを理解することで，理科の有用性を実感できるためにパフォーマンス課題の設
定を中学校第２学年で行った。しかし，理科で身に付けた知識・技能を根拠に説明することや
評価方法に課題が残った。

そこで，2021年度も，根拠を明確にして主張できる力の育成と児童生徒が理科の有用性を実
感できるようにするために，発達段階に応じたアーギュメント構成能力の育成と学習指導方法
及び評価方法についての研究，及び，アーギュメントを利用した日常的文脈と科学をつなぐ理
科授業の実践を継続的に進めた。

本論文では，2021年度に実施した小学校第５学年「ヒトのたんじょう」と「電流と電磁石」，
中学校第２学年の授業を事例として，日常的な文脈と科学をつなぐためにアーギュメントを導
入した授業実践について報告する。
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Ⅱ．宮崎大学教育学部附属小学校の実践事例

１．発達の段階に応じた系統的なアーギュメント構成能力の育成
日常と関連づけた文脈のある授業を積み重ねていくことは，子どもの学習内容の理解をより

深いものにするだけでなく，理科のおもしろさや有用性を実感することになると考える。
これまでも日常における自然事象と，理科の学習内容とを関連させて授業を展開してきた。

具体的には，単元導入における「日常における自然事象の提示や体験による様々な疑問や気付
きを基にした学習問題の設定」や，１単位時間の終末における「１単位時間において学習した
自然事象の規則性や性質を基にした説明活動」である。

しかし，これまでの実践では，小学校での発達の段階におけるアーギュメント構成能力の系
統的な整理がなされていないという課題があった。そこで，2019年度は小学校第３学年，2020
年度は小学校第５学年におけるアーギュメントを利用した授業実践を積み重ね，系統的な整理
を行ってきた。

2021度は，小学校第５学年におけるアーギュメント構成能力を育成するために，学習で身に
付けた知識・技能を使って「科学的な説明」を行わせる授業実践を積み重ねた。

１）小学校第５学年「ヒトのたんじょう」における実践例
本単元で学習することの一つに，「ヒトの卵や母胎内での成長の様子を調べ，ヒトは母胎内

で成長して生まれることを理解することができる。」が挙げられる。本実践では，動物の発生
や成長に興味をもち，見いだした問題の追究活動をとおして，ヒトと魚の成長の様子を関係付
けて捉えることができるようにすることをねらいとして行った。日常における自然事象として，
卵の中で育つメダカの様子を提示し，ヒトは母胎内でどのように育つのだろうかと問いかけた。

その後，「お腹のなかにいるヒトの赤ちゃんは，メダカと同じ養分のとり方をしているのだ
ろうか。」という学習問題の解決を図るため，母胎内での養分のとり方について調べ，「ヒトの
赤ちゃんの養分の取り方は，卵のなかのメダカの栄養の取り方とはちがう。」と結論付けを行っ
た。終末では，調べ活動をとおして身に付けた知識を使って，ヒトの母胎内での成長について

「科学的な説明」を行わせた。

本実践では，「母胎内でヒトの養分のとりかたは，メダカとは違う。」ということをアーギュ
メントにおける「主張」として捉え，「理由付け（根拠）」を全体での話合いをとおしてつくり
あげていった。

子どもたちは，「ヒトは母親から養分をもらうから」，「メダカは卵の中に養分があるから」
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図１　科学的な説明（養分のとり方） 図２　メダカとヒトの比較



といった，本時調べて得た知識を使って理由付けを行っていた。本実践は６月に行ったもので
ある。第５学年のこの時期でのアーギュメント構成能力としては，調べて得たことを「事実（証
拠）」して「理由付け（根拠）」を考えさせることで，より妥当な説明をつくりあげることが期
待できた。

２）小学校第５学年「電流と電磁石」における実践例
本単元では，「電磁石の極の性質や電磁石の強さが変化する要因」を学習する。本実践では，

毎時間の終末に科学的な説明の場を位置付けた。
　本時では，「電磁石を使った魚釣りのおもちゃで，釣ることができない魚」の事象を提示し，

どうすれば魚を釣り上げることができるのかと問いかけた。
その後，「電池の数を増やすと，電磁石の力は強くなるのだろうか。」という学習問題の解決

を図るために，電池１個と電池２個で釣り上げることのできるクリップの数を調べ，「電池の

数を増やすと，電磁石の力は強くなる。」と結論付けを行った。終末では，実験をとおして身
に付けた知識・技能を使って，電磁石の性質について「科学的な説明」を行わせた。

本実践は，2021年11月に行ったものである。毎時間の終末の段階で「科学的な説明」を行う
場を設定したことで，アーギュメント構成能力としては，「主張」を明確にしたうえで，「主張」
と「事実（証拠）」，「理由付け（根拠）」を関係付けて表現することができるようになってきた
と考える。今後さらにアーギュメントの構成能力を養っていくためには，本実践のように「主
張」を明確にしたうえで，「事実（証拠）」と「理由付け（根拠）」を考え，表現させることを
積み重ねると共に，本実践では電磁石の性質についての説明を行わせたが，電磁石の使った事
象についての説明を行わせる必要があると考える。そのことが，子どもが自然と日常における
自然事象と学習内容とのつながりを実感していくことになると考えられる。

３）本実践で見えてきた第５学年における系統的なアーギュメント構成能力
第５学年での実践を系統立ててまとめると，表１のようになる。
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図４　科学的な説明（電磁石の性質）図３　クリップを使った実験



Ⅲ．宮崎大学教育学部附属中学校の実践事例

１．アーギュメント構成能力の育成を図る授業構成と手立て
これまでの研究では，アーギュメントを行う際の論証の構造を，トゥールミンのアーギュ

メントモデルを基にして，主張と証拠を理由付けで結びつける形にした（坂本・山口・西垣，
2011）。その成果として，アーギュメントの枠組みを，科学的原理を用いて主張と証拠を結び
つける構造にすることが，証拠の適切さ・主張の正しさ・理由付けの正しさを批判的に吟味す
る上で有効であり，生徒に指導する上でも適切な手立てとして考えられた。しかし，自分の考
えを主張・証拠・理由付けに正しく分けて記述するには，中学生にとっても訓練と時間を要し
た。また，記述していないことも交えながら口頭でアーギュメントしたり，最終的に論理的な
説明文として残らなかったりするので，客観的に思考力・判断力・表現力を評価するエビデン
スとしては利用しづらいという課題があった。

そこで，2020年度は，この課題を解決するために，ワークシート「ひなたシート」には主張
と根拠のみを記述し，アーギュメントの際に口頭で理由付けしながら説明する形にした。そし
て，アーギュメント後，それを基に別シートの「論述シート）に論述するようにした。このよ
うな形でも，妥当性は十分に高めることはでき，訓練と時間をそれほど要することはなかった。
また，「論述シート」の記述をエビデンスにすることで，客観的に思考力・判断力・表現力の
達成度をルーブリックで評価することは難しくないという知見が得られた。

そして，2021年度は，評価の際，思考力・判断力・表現力とともに，級友の意見を参考にし
ながら，粘り強く，自らの考えを調整した過程も一体的に評価するために， ひなたシートに自
分の考えを記述し，アーギュメントを行った後，加筆修正し，より妥当性の高い考えを記述す
ることができるようにした。また，単元全体の学びを振り返ることを通して，獲得された知識や，
自分の考えの変容を実感できるようにするために，ひなたシート内に振り返りの欄を設定した。

２．オーセンティックな学びを意識した課題設定
昨年度は，「レディネス」と「真正性」を担保したパフォーマンス課題を設定することで，

生徒が主体的に学習へ取り組むとともにその有用性を実感していることが，学習後の振り返り
から多数確認することできた。しかし，単元の内容によっては，パフォーマンス課題を設定す
る際の４つの視点（表２）を十分に満たすことが難しく，理科の有用性を実感させる課題設定
とその工夫について，今後も検証を重ねて改善していく必要があった。また，新学習指導要
領の前文に，「多様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，
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表１　小学校５学年における系統立てたアーギュメント構成能力

日常における自然事象の説明を学習内容と関連付けて表現できること

６月 １１月 第５学年修了時（３月）

「事実（証拠）」を明確にした

うえで，「理由付け（根拠）」

を用いて表現できること

「主張」を明確にしたうえで，

アーギュメント枠を提示し，

「事実（証拠）」と「理由付け

（根拠）」を考え，表現できる

こと

「主張」を明確にしたうえで，

日常の自然事象についても，

「事実（証拠）」と「理由付

け（根拠）」を考え，表現で

きること



持続可能な社会の担い手となることができるようにする。」ことが明記されているように，中
学校における理科教育でも，SDGs を視野に入れた教育活動の充実を図ることが，これまで以
上に重要になっている。

そこで，SDGs の目標と関連したパフォーマンス課題をつくることで，真正性，切実性の高
い課題にすることができ，生徒が理科の有用性をより実感できると考えた。本年度は，SDGs

の目標と関連した真正性，切実性の高いパフォーマンス課題を，「オーセンティックな学びを
意識した課題」（表３）として設定し，研究を進めた。そして，ルーブリックは中単元の目標
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表２　パフォーマンス課題を設定する際の視点

真正性

妥当性

レリバンス

レディネス

リアルな課題になっているか。現実世界で試されるような力に対応しているか。

測りたい学力に対応しているか。

学習者の身に迫り，やる気を起こさせるような切実な課題になっているか。

学習者が少し背伸びすれば手に届く程度の課題になっているか。

中単元名 SDGsの目標オーセンティックな学びを意識した課題

語る大地 あなたは，県外の親戚の人たちと，青島に行きました。
すると，親戚の人から，青島の鬼の洗濯岩がどのように
してできたのか，その成り立ちについて尋ねられました。
あなたはどのように答えますか？

第 1 学年「活きている地球」

中単元名 SDGsの目標オーセンティックな学びを意識した課題

大気の動きと
日本の四季

宮崎市で，大根やぐらが冬にだけ作られる気象的な理由
は何だろうか？

第 2 学年「地球の大気と天気の変化」

中単元名 SDGsの目標オーセンティックな学びを意識した課題

電流の性質 家庭の電気配線はすべて並列つなぎになっている。その
SDGsの視点からの理由は何だろう？

第 2 学年「電流とその利用」

中単元名

評価規準 とてもよい（A） よい（B） 改善が必要（C）

SDGsの目標オーセンティックな学びを意識した課題

エネルギー資
源とその利用

持続可能な社会をつくるために，どのような新しいエネ
ルギー資源やエネルギー資源の有効な利用方法が考えら
れるだろうか？

第 3 学年「運動とエネルギー」

これまでの学習を基
に，大根やぐらが冬
にだけ作られる気象
的理由を，気象の変
化の規則性と関連付
けて推論できる。

気象とその変化に関
する事物・現象につ
いて，学習を調整し
ながら，粘り強く取
り組み，振り返りの
欄に自分の考えの変
容を具体的に記入す
ることができる。

単元を貫く課題に対し
て，単元で学んだこと
を分析して解釈しなが
ら，科学的な妥当性の
高い考えを記述するこ
とができている。

ひなたシートの見通し
の欄を具体的に記入
し，他者の考えを赤ペ
ン等で記入する等，学
習を調整しながら，粘
り強く課題に取り組
み，振り返りの欄に自
分の考えの変容を具体
的に記入している。

単元を貫く課題に対し
て，自分なりの答えを
記述することができて
いる。

見通しと振り返りの欄
への記述に，具体的な
記述がない。
または，他者の考えを
赤ペン等で記入する
等，学習を調整しなが
ら，粘り強く課題に取
り組む記述が少ない。

単元を貫く課題に対し
て，自分なりの答えを
記述することができて
いない。

見通しと振り返りの欄
への記述がない。
または，他者の考えを
赤ペン等で記入する
等，学習を調整しなが
ら，粘り強く課題に取
り組む記述がない。

表３　オーセンティックな学びを意識した課題の例



を基にして，評価規準を平易な箇条書きにして作成することで，教師と生徒がともに中単元で
身に付けるべき力を意識しながら，学習を進めることができると考えた（表４）。

３．中学校第２学年「大気の動きと日本の四季」における実践例
この単元では，「天気図や気象衛星画像から，気圧配置と風の吹き方や天気の特徴との関係

を見いださせるとともに，日本の天気の特徴を日本周辺の気団と関連付けて理解させること」，
「日本の気象を日本付近の大気の動きや海洋の影響に関連付けて理解させること」，「気象現象
がもたらす降水などの恵み及び台風や前線などによる大雨・大雪や強風による気象災害を調べ
させ，それらを，これまでの学習を踏まえて理解させること」の３つを目標に学習を進めた。
そして，生徒が３つの目標をどの程度達成できたか総合的に評価できるように，この単元で身
に付けた「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」を使って解決をめざす課題として，
また，オーセンティックな学びを意識した課題として設定したのが，図５の単元を貫く課題で
ある。

本実践では，この単元の学習前に，生徒にこの課題に取り組ませることで，学習の見通しを
もたせた。そして，学習後に再度同じ課題に取り組ませ，グループまたは全体でアーギュメン
トすることで，より妥当性の高い考えを記述することができるようにした（図６）。
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図５　「大気の動きと日本の四季」のオーセンティックな学びを意識した課題
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すると，親戚の人から，青島の鬼の洗濯岩がどのように
してできたのか，その成り立ちについて尋ねられました。
あなたはどのように答えますか？

第 1 学年「活きている地球」
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中単元名

評価規準 とてもよい（A） よい（B） 改善が必要（C）

SDGsの目標オーセンティックな学びを意識した課題

エネルギー資
源とその利用

持続可能な社会をつくるために，どのような新しいエネ
ルギー資源やエネルギー資源の有効な利用方法が考えら
れるだろうか？

第 3 学年「運動とエネルギー」

これまでの学習を基
に，大根やぐらが冬
にだけ作られる気象
的理由を，気象の変
化の規則性と関連付
けて推論できる。

気象とその変化に関
する事物・現象につ
いて，学習を調整し
ながら，粘り強く取
り組み，振り返りの
欄に自分の考えの変
容を具体的に記入す
ることができる。

単元を貫く課題に対し
て，単元で学んだこと
を分析して解釈しなが
ら，科学的な妥当性の
高い考えを記述するこ
とができている。

ひなたシートの見通し
の欄を具体的に記入
し，他者の考えを赤ペ
ン等で記入する等，学
習を調整しながら，粘
り強く課題に取り組
み，振り返りの欄に自
分の考えの変容を具体
的に記入している。

単元を貫く課題に対し
て，自分なりの答えを
記述することができて
いる。

見通しと振り返りの欄
への記述に，具体的な
記述がない。
または，他者の考えを
赤ペン等で記入する
等，学習を調整しなが
ら，粘り強く課題に取
り組む記述が少ない。

単元を貫く課題に対し
て，自分なりの答えを
記述することができて
いない。

見通しと振り返りの欄
への記述がない。
または，他者の考えを
赤ペン等で記入する
等，学習を調整しなが
ら，粘り強く課題に取
り組む記述がない。

表４　「大気の動きと日本の四季」のルーブリック



４．考察
以上の実践より，ひなたシートを工夫することにより，「知識・技能」「思考力・表現力・判

断力」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点を評価するためのエビデンスとして利用する
ことができた。また，振り返りの欄の記述から，学習の前後で，自分の考えなどが変容してい
ることを実感している生徒が多数いることが分かった。

そして，表２の４つの視点を十分に満たすことが難しい単元でも，パフォーマンス課題を
SDGs の目標と関連した内容にすることにより，生徒が感じる理科の有用性が高まっているこ
とも，学習後の振り返りから多数確認することができた。

Ⅳ．おわりに

2021年度は，2020年度までの研究を基盤としながら，アーギュメントを利用したオーセン
ティックな学びにつながる理科授業について研究を進め，発達段階に応じたアーギュメント構
成能力の育成と，児童生徒が理科を学ぶことの有用性を実感する学習指導方法の構築と改善を
行った。

小学校では，引き続きアーギュメントを利用した授業実践を積み重ね，児童に身につけさせ
たいアーギュメント構成能力の系統的な整理を行っていきたいと考える。

中学校では，本研究を基に，今後もオーセンティックな学びにつながる課題について研究を
進めていきたいと考える。

附記

本研究の一部は，科研費 (18K18659，19K14344，20H01747 ) の助成を受けた。

アーギュメントを利用した
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図６　生徒が書いたひなたシート
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